
－167 －

精神薄弱養護学校における電子キットを活用したゲームの

指導と子どもの運動意欲の評価に関する研究

茨　城　県　立
北茨城養護学校

（共同研究者） 同

同
　

同

一

一

一 沢　博　樹

村　田　孝　二

鈴 木 二三恵

豊 田 順 之

苹蟲 邑」≒姦　・」ヽ14 恵

On　the　Teaching　Skill　of　Physical　Education　（Game 一　Playing）

using　an　Electronic　Hobby　Device　and　on　Some

Indices　reflecting　the　Pupils’　Motivation　for　Movement　in　the

School　for　Children　with　Mental　Retardation

by

Hiroki　Misawa，　Kohji　Murata

Fumie　Suzuki ，　Masayuki　Toyoda

矜がTectural　K丿taibaraki

Protective　Insが沁がon　School

Hiroe　Obata

7Vαたagoudaini　Eム？mentary　School

ABSTRACT

In　physical　education　when　teaching　a　soccer　game　for　pupils　with

mental　retardation，　it　is　important　to　give　the　adequate　gai　dance　to

individuals　in　order　to　make　them　realize　the　meaning　of　“a　goal”，

0r　to　make　them　enjoy　the　game　itself．　To　increase　the　interest　and

the　motivation　for　movement，　we　tried　to　use　an　electronic　hobby

device　which　generate　a　growling　of　a　popular　monster　（“GODZI －
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LLA ”）at　the　moment　when　a　pupil　shot　a　goal．　And　the　adequate

indices　were　also　eχamined　to　estimate　their　motivational　intention

for　movement ．

As　a　result，　the　followings　became　evident　；

1）　Growling　of　a　monster　was　effective　to　attract　pupils’　interest

and　intention　for　movement．

2）　The　pupils，　who　had　only　been　able　to　shoot　a　goal　by　virtue

of　the　growling　voice，　could　play　actively　without　the　aid　of　the

voice　thereafter．

3）　As　an　indeχ　to　reflect　their　intentions　for　movement　Length　of

the　duration　to　play　a　game　was　more　adequate　than　the　frequency

of　shooting．

要　　旨

精神薄弱養護学校では，体育の授業でサッカー

ゲームを行う際に，子どもによってはゴニルする

ことの意味やゲームの面白さを十分理解できない

ため，導入に当たっては，子どもに合わせた指導

の工夫が必要になる．本研究では，電子キットを

活用し，サッカーゲームのゴールにシュートする

と怪獣の嗚き声が出るようにすることで，子ども

の興味や運動 意欲を引き出すことを試みた．ま

た，子どもの運動意欲を評価する適当な指標につ

いてもあわせて検討を行った．

その結果，以下のことが明らかになった．

1） ゴールすると怪獣の嗚き声が出ることは，

子どもによっては，興味や運動意欲を持たせるの

に有効である．

2 ）初 めに怪獣 の嗚 き声 の助けをかりて，

シュートができるようになった子どもも，後には

怪獣の声がなくても積極的に取り組めるようにな

る．

3）シュート回数よりも取り組み時間の方が，

子どもの運動 意欲を表す指標としてより適切であ

る．

は じ め に

知的障害の子ど もを教育する精神薄弱養護学校

の小学 部において は，子ど もに衣服の着脱・排

泄・衛生面等の基本的な生活習慣や，集団生活へ

の適応力を身に付けさせることも重要であるが，

体の構造的 一機能的発達の著しい時期で もあり1），

基礎的な体力 の向上を図ることが重要である气

とくに知的障害の子どもでは，障害の特性や社会

環境の制約から，遊びや運動の機会が乏しく，運

動面の発達でも遅れる傾向がある．このため，体

育 の授業や遊びの指導を通して，子どもの体力・

運動能力の向上を図ることが重要な課題となって

いる．

さて，ボール運動は，体育の授業においてよく

取り上げられる題材であり，とくに精神薄弱養護

学校の小学部段階では， まず ボールに慣 れ親しむ

ことに主眼がおか れる3）．しかし多 くの子どもに

とって，ポールを投げたり蹴ったりする運動に意

欲的に取り組むのは難しいのが実状である．

著者らは昨年度，子どもの運動意欲の向上のた

めの試みとして，電子キットを利用し「怪獣の鳴

き声」 が出る装置を製作し，体育の授業の中で的
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当てとして用いてみたよこの的当てでは，怪獣の

絵が描いてある板にボールをぶっけると，的に当

たった結果が怪獣の嗚き声として子どもにフィー

ドバックされるため，的めがけてボールを投げた

り蹴ったりすることの意味を，子どもが容易に理

解できる．その結果，それまで常に教師の励まし

を必要とした子どもが，投げたポールが的から外

れると自らボールを追いかけて拾いに行き，怪獣

の鳴き声が出るまで何度も繰り返しボール投げを

するなど，積極的にボール投げに取り組むように

なった様子が観察できた．

本研究では，この電子キットを「サッカーゲー

ム」のゴールに活用し，電子キットが知的障害の

子どもの運動意欲を向上することに有効であるか

どうかについて，シュート練習に取り組んでいた

時間（取り組み時間）とシュートした回数を指標

として，3 名の子どもの事例について検討した．

また，運動意欲を評価するのに適した指標につい

ても，あわせて検討を行った．　 ▽

1．方　　法

1．1　対象児

対象児は， 茨城県内のK 養護学校に在籍する，

社会生活年齢（SA　：　Social　Age）が4 歳9 ヵ月

から4 歳11 ヵ月の，聴覚および肢体に大きな障

害を持たない，小学部4 年生の男子2 名，5 年生

－169 －

の男子1 名の計3 名である （表1 ）．　4 年生のA

児とB 児は，電子 キットを使用した体 育の授業を

昨年度経験しておらず，5 年生のC 児 は昨年度に

経 験がある．

1．2　 音の出る電子キット「怪獣キ ット」に

ついて

ボールを当てると怪獣の鳴き声が出 る電子キッ

ト「怪獣キット」 は，市販の電子工作 キット（ワ

ンダーキット社製）を用いた．このキ ットは，50

mm 　x　63　mm の基板上にIC と抵抗， コンデ ンサ

等を組み合 わせるものであり，数十 グラムと大変

軽量で，比較的簡単に自作できる．本研究では，

この電子キットをAC アダプターで作動するよう

に改良し， スピーカに組み込んだ．ま た， スイッ

チは水銀 スイッチを使用した．水銀 スイッチは，

ガ ラス管の中に2 つの電極と水銀を封 入したもの

で，ガ ラス管を傾けると，水銀が移動 して2 つの

電極がショートし， スイッチが作動す る．この水

銀 スイッチを，怪獣の絵が描いてあ る横270　cm

×縦150　cm　の板 に取り付け， 電子 キ ットの発声

スイッチに接続した．

1．3　 対象授業および観察手続き

分析対象は，　1993 年10 月18 日か ら同年10 月

29 日の2 週間の中の8 回の体育の授 業 （題材：

「ボール運動をしよう」〔サッカーゲー ム〕）におけ

る，丁シュT 卜練習」 の場面10 分間 とした （表

表1　 対象児のプロフィール

Sub ． 性別 学年 障 害 SA 体育の授業中の様子

A 児 男 4 ダウン症候群 4 歳10ヵ月

運動はあまり得意ではないが， みんなにつ

いて行こうとする

疲れると，その場にすわり込む

B 児 男 4 小頭症 4 歳9 ヵ月

体を動かすことは好きである

飽きてくると注意が散漫になり，他人にい

たずらをすることがある

C 児 男 5 自閉的傾向 4 歳11ヵ月

全般的に，自分の行動パターンで活動し て

いる

発問に対しては，エコラリアが多い
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……　表2卜 対象授業日と怪獣の鳴き声の有無

1993年10月匸　　卜　　　　　　＞　 二 づ

第1 日目

（18，月）

第2 日目

（19 ，火）

第3 日目

（21 ，木）

第4 日目

（22，金）

× × × ×

第5 日目

（25，月）

第6 日目

（26，火）

第7 日目

（28 ，木）

第8 日目

（29，金）

× ☆ ☆ ×

ダ×：「怪獣 の嗚き声」なし

〉☆；「怪獣 め鳴き声」あり

2 廴8 回 の 授 業 は， す ぺ て 第2 校 時 （9 時35 分

～10 時20 分 ） に 行 い ， 同J の 教 師 が 指 導 を 行 づ

た 。广分 析 対 象 の 期 間 以 前 に も ， 同 月 の 同 題 材 の 中

で √ 対 象 児 は 電 子 キ ッ ト に よ る 怪 獣 の 鳴 き 声 を 何

回 か 聞 い た こ と が あ 毎 た が ， シ ュし 卜 練 習 を 実 施

し だ の は ，△分 析 対 象 期 間 の 初 日（10 月18 日 ）が 初

め て で あ ら た 。こ… ………＝‥ ………… …卜　 …… …… … ……… ＝1万I．

＼ シ・ 一 卜 練 習 の 実 施 方 法 は ，し 小 学 部4　 ・　5　‘卜6 ∇

年 の 子 ど も15 名 を4 人1 纏 と し √2 個 あ る ゴ ー

ル に そ れ ぞ れ 分 か れ て ，……教 師 が と く に 強 制 し な い

条 件 下 で 行 っ たし 毎 回 の 授 業 の シ ュ＝一 卜 練 習 の 前

に は 囗 司 一 め 教 師 が 示 範 し て 見 せ √∇教 師 了 人 も 子

ど も と 一 緒 に シ 洫 － 卜 練 習 を 行 づ だ √ ボ ー ル は ，………

ビ ニ ー ル 製 の キ ャ ン デ イ ーニ ボ ー ル （ 山 曜 株 式 会

社 ・ ，ニ ヅ シ ン 株 式 会 社 製 ） を 用 い た↓ 犬 ‥‥ ‥∧二

こ れ ら シ 丘 － 卜 練 習 の10 分 間 √ 各 対 象 児 を ビ

デ オ カ メ ラ で 録 画 し た ．…　 … …… …　 … ……万
…

…

◇ シ ュ ー ト 練 習 の よ う寸 を 図1 こに 示 す ． … … …… …
…

1 ．4 ∧ 分 析 方 法 … ……… 万ト ゲ… ……… ：… ……＝f …………… ………＝………

こビ デ オ 分 析 を 行 い √ 各 対 象 児 の シ ム＝一 卜 練 習 に

取 り 組 ん で い な い 時 間 （ 座 り 込 ん で い た り 他 の 遊

び を し て い る 時 間 ） や √ ゴ ーソレに シ4 ＝一 卜 （ 足 で

ボ4 ル を 蹴 る ， 手 で 投 げ た も の は 含 ま な い ） し た

回 数 を 時 系 列 的 に 記 録 用 紙 に チ 玉 ツ ク し て い
う

た ． ＼ ・＝卜卜 ：……………，1… … こ　　　 犬　　 ＝　 ‥ ‥ ‥
‥

‥
‥

2 ．結 果およ び考察

J　2
囗 厂ぐ∇電子 牛・・J卜を活用 した 厂怪獣 の鳴き声」，

卜　　
の出 るゴ ーIルの効果 ………j…… ………：＝．j 。万

2．1．1　A 児の場 合　　1　　　　　㎜

図2 は，A 皃 の10 分間 の シュート練習 比おけ

る取り組 み時間 の変化を ，各 授業 日ご とに示し た

デサツ トスボーツ科学VO 囗 ，5
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図2　・A 児の取り組み時間の変化

ものである．，図のたて軸は，10 分（600秒）の中

でシュート練習に取り組んでいた時間を，よこ軸

は対象授業日を示している．このうち，5 日目と

6 日目が怪獣の鳴き声を出した日である．2 日目

に多少の増加が見られるものの，怪獣の嗚き声が

出ない第1 週は，全体的には日が経つにつれて取

り組み時間が減少していく傾向が見られた．その

傾向は5 日目まで見られた．しかし，怪獣の鳴き

声が出た6 日目には，前日（5 日目）の22 秒から

125 秒に顕著に増加した．ビデオによる観察でも，

ゴールに当たってはね返ったボールを，走って取

りに行く行動が見られた．6 日目から7 ・8 日目

にかけては，若干減少してはいるか，第1 週の同
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じ曜日に比べると，取り組み時間は増加し

ていた．

図3 は，A 児の10 分間のシュート練習

におけるシュート回数の変化を，各授業日

ごとに示したものである．図のたて軸は10

分の間にゴールにシュートした回数を，よ

こ軸は対象授業日を示している．怪獣の嗚

き声がない第1 週は，取り組み時澗と同様

に，日が経つにつれてシュート回数が減少

していくことが認められた．その傾向は5

日目まで見られた．しかし，怪獣の鳴き声

が出た6 日目には，前日（5 日目）の4 回

から25 回と顕著にシュート回数が増加した．6

日目から7 ・8 日目にかけては，若干減少しては

いるか，取り組み時間と同様に，第1 週の同じ曜

日に比べるとシュート回数は増加していた．

以上の結果から，怪獣の鳴き声が出るゴール

は，A 児の運動意欲を向上させる効果 があったと

考えられる．また，怪獣の鳴き声が出なくとも，

取り組み時間・シュート回数とも急激に減少せず

に徐々に減少する傾向を示した．このことは，怪

獣の鳴き声が出なくなっても，ある程度運動意欲

が経日的に持続したことを示唆している．この要

因としては，他の子どもの多くに怪獣 の鳴き声を

期待する発言がみられたことから，A 兒の場合に

も，つぎには怪獣の鳴き声が出 るかもしれ

ないという期待が作用していると考えられ

る．

し　2．1．　2　B 児の場合

卜　　図4 は，B 児の取り組み時間の変化であ

る．第1 週はA 児と同様，日が経つにつれ

いて取り組み時間が減少していく傾向が認め

られた．ビデオによる観察でも，他の子ど

第8日目

（金）

もにボールをぶっけたり，他 の子どもの

ボールを蹴ったりすることが， 日が経つに

つれて多く見られるようになった．第2 週

の月曜日（5 日目）は，前回（4 回目）に
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第7日目

（木 ）

比べて取り組み時間が多少増加し，第1 週の月曜

日（↓日目）とほぼ同様の取り組み時間を示した．

怪獣 の鳴き声が出た6 日目（火）・7 日目は，第

1 週の傾向とは異なり，取り組み時間は減少しな

かった．怪獣の鳴き声 がない8 日目（金）は， 鳴

き声が出た前日（7 日目）と比べると，取り組み

時間は減少していた　　　　　　 ∧

図5 は，B 児めシュート回数の変化であるレ 第

1 週は，取り組み時間と同様，日が経つにっ れて

シュート回数が減少する傾向が認められた．5 日

目は，取り組み時間の場合と同様，4 回目に比べ

てシュート回数が多少増加した．怪獣の鳴き声が

出た6 日目は，5 囗目より もシュート回数が若干
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図5　B 児のシュート回数の変化

第8日目

（金 ）

増加した．6 日目から7 ・8 日目にかけて

は， シュート回数が減少する傾向があっ

た　　　　　　　　　　　　　卜

第1 週と第2 週を比較すると，怪獣の嗚

き声があった第2 週の方が取り組み時間・

シュート回数とも高い状態が維持されてい

た．このことから，怪獣の鳴き声が出る

ゴールは，B 児にとっても運動意欲を向上

させる効果があったと考えられるレ ただし

B 兒の場合には，第2 週の最初の授業（5

日目）に怪獣の鳴き声を出していないにも

かかわらず，取り組み時間・シュート回数

とも増加していた． この現象は，本研究の結果だ

けで は十分 に解釈できないが√前日が休日であっ

たことが，B 児の運動意欲の向上にプ ラスの要因

として働いたのではないかと推測される．

2．1．　3　C 児の場合　　‥ ‥ ‥　‥

図6 は，C 児の取り組み時間の変化である．C

児の場合，A 児・B 児と異なり，怪獣の嗚 き声の

有無による取り組み時間の変化がほとんど見られ

ず， ビデオでの観察でもシュート練習にほとんど

の時間取り組めていた．　　 ＝　　　卜　 卜

図7 は，C 児のシュート回数の変化である／第

1 週目の1　・　3日目は，他の授業日に比べて取り

組み時間が増加してはいるか，全体的には取り組

み時間と同様に，怪獣の鳴き声の有無 によ

るシュート回数 の変化 はあ まり 見られな

かった．

C 兒がA 児およびB 児と異な る点 は，

すでに怪獣の嗚き声の出るゴ ールにジュー

第8日目

（金）

卜する練習を昨年度行ってい た点である。

C 児は，昨年度（1993 年2 月）の同様の授

業において，行動面で大きな変容が見 られ

た一人である．電子キットを導入する以前

の授業 では，C 児 はシュート練習 におい

て，教師が手を引いたり，励 ますなどの補

助を常 に必 要としてい た． しかし，電子
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図6　C 児 の取 り 組 み 時 間 の変 化
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図 了　C 児のシュート回数 の変化

キットを導入して怪獣の槝き声が出るようになる

と，投げたボーかがゴールをはずれても「もう一

回」や 厂惜しい」と発言し，自らボールを拾いに

行き，繰り返しシュートする行動が見られた．C

兒の場合，昨年度練習していた時期から約9 ヵ月

経過しており，①昨年度の練習効果が今回も持続

しているか，②昨年同様に怪獣の鳴き声が出る

ゴールが有効かどうか，の2 つの点について注目

していた．

取り組み時間による分析の結果を見ると，C 児

は今回の授業においては，怪獣の鳴き声の有無に

かかわらず練習時間の間，積極的にシュート練習

に取り組んでいた．このことは，今回の授業だけ
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を見ると怪獣の鳴き声が出る効果は明確に

現れてはいないものの，昨年度 の練習効果

が最も理想的な形で持続してい たと考える

ことができる．一般に，教材の力をかりて

課題を達成した場合，次回以降 も教材の力

をかりなければ課題が達成できなくなるこ

とが懸念されるが，少なくてもC 児の場合

には，今回の課題においてこのような心配

は無用であることが証明された．

これら3 名の結果から，電子 キットを活

用した怪獣の鳴き声が出るゴールは，知的

障害の子どもの運動意欲を向上させること

に有効であることがわかった． また普段の

授業場面において，対象とした3 名の子ど

も以外にも，怪獣の嗚き声が出 ることが効

果的な子ど！もも多く見られたが，教師の言

葉かけによる励ましの方が効果的な子ども

や，運動面での補助か有効な子どもなども

おり，運動意欲を引き出すためには子ども

の実態に合わせた指導が必要であった．

以上のことから，知的障害のすべての子

どもに対して，電子キットを活用した怪獣

の嗚き声が出るゴールが有効なわけではな

いが，子どもによっては運動意欲を引き出

すのに十分効果的であることがわかった．

2．2　運動意欲の評価について

健常児・者を対象とした運動意欲の評価方法に

は，これまで対象児・者に質問項目に回答しても

らう質問紙形式が標準化されており气 分析方法

においても統計的手法が適用できる． しかし，本

研究のような知的障害の子どもを対 象とした場

合，このような従来の質問紙形式では調査が困難

であり，子どもの個人差が問題となることから，

統計的分析も適用できなかった．このため，精神

薄弱養護学校では，子どもの運動意欲を高めるた

めの授業報告がこれまでにも数多くなされている

にもかかわらず，教材・教具の説明と，事例とし
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て子どもの様子を解説したに留まり，子どもの運

動意欲の変化を客観的・定量的に捉らえようとし

た試みは極めて少なかった．　　卜

このため本研究では，子どもの運動意欲につい

て，シュート練習への取り組み時間とシ盜一卜回

数の2 つの指標から，客観的・定量的に評価する

ことを試みるとともに，指標の有用性についても

考察した．　　 し　卜　，‥ ‥‥

評価を行った結果，取り組み時間・シュート回

数とも，ビデオによる観察や指導を行った教師が

得た子どもの運動意欲に対する印象と，極めてよ

く一致する傾向があるごとがわかうた．ただし，

ゴールをよく狙ってシュ¬卜する子どもや，短時

間に数多くシュートする子どもなど，子どもに

よって取り組み方はさまざまであった．こうした

シュート練習への取り組み方の違いは，取り組み

時間には影響しにくいが，シュート回数には直接

影響を及ぼしていた．したがって，同一個人内で

は2 つの指標の変化はほぼ同傾向であるが，子ど

も相互で比較する場合には，シュート回数におけ

る子どものシュートへの取り組み方への影響が無

視できない．このことから，取り組み時間は，／

シュート回数比比べて客観性が高い指標であり，

本研究の評価指標として有用性が高いと思われ

る．　　　　　　　　　　　　　　j
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